
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら未来を切り拓く 

  人材の輩出を目指します 
 

自ら課題を発見し解決する力と、社会の変化に柔軟に

対応できる力を育みます。 

主体的に学ぶ姿勢と、人と人との関わりを大切にし、

互いに学び高めあう態度を育みます。 

これらを通じて、地域や国際社会に広く貢献でき、行

動力あふれる人材を育成します。 

 

 

 

◆ 単位制による全日制普通科高校 

  生徒一人ひとりの学習や希望進路の実現にこたえら

れるよう、年次ごとに共通して学ぶ必履修科目を「栄

スタンダード」として設けるとともに、年次が進むに

つれて多様な選択科目を学ぶことのできるハイブリッ

ト型のスタイルをとっています。 

 

◆ 一人ひとりに合わせた学習の仕方の指導 

  入学当初から進路実現に向け、予習・復習の学習サ

イクルの確立を目指します。また、定期試験前の土曜

日には３Ｓday（希望者が登校し自学自習をおこなう日）

の設定や夏期講習・小論文指導のサポートを行います。 

 

 

 

◆ ＤＸハイスクール 

  文部科学省より「ＤＸハイスクール」に採択されま

した。本校では「総合的な探究の時間」をデータサイ

エンスやＡＩの活用、高度な情報モラルを含む内容で

編成し、デジタル等活用人材の育成に取り組みます。 

(ＤＸ:「デジタルトランスフォーメーション」の略です) 

 

◆ プログラミング教育研究推進校 

令和元年度よりプログラミング教育研究推進校に指

定されています。各科目の教育活動で論理的思考力を

身につけ、協働して問題解決の手順や手法を学ぶ方法

としてプログラミング的思考を身に付けます。 

 

◆ 文武両道の充実した学校生活 

 部活動加入率は８割を超え、運動部・文化部ともに充

実した活動をしています。学校行事は体育祭、文化祭、

合唱祭などがあり、どの行事も生徒が主体となって大変

な盛り上がりを見せます。 

 

◆ 緑豊かな自然環境 

瀬上市民の森に囲まれた横浜栄高校は、都会の喧騒か

ら離れ、鳥のさえずりを聞きながら落ち着いて勉強する

ことができます。また、貴重な自然と共に生活すること

で、環境への意識を育みます。 

 

横浜栄高校の特徴 

神奈川県立 鶴見
つ る み

高等学校 神奈川県立 横浜
よ こ は ま

栄
さかえ

高等学校 

所在地：横浜市栄区上郷町555番地 〒247-0013 

電 話：045(891)5581 

ＦＡＸ：045(895)0587 

ＵＲＬ：https://www.pen-kanagawa.ed.jp/yokohamasakae-h/ 

創 立：平成20年11月（平成21年４月開校） 

課 程：単位制による全日制 

設置学科・生徒数・学級数 

 １年 ２年 ３年 計 

普 通 科 319 313 305 937 

学 級 数 ９ ８ ８ 25 

 (生徒、学級数については令和７年４月現在) 

＜学校案内図＞ 
利用交通機関 
●ＪＲ根岸線港南台駅より 
・徒歩18分 
・神奈中バス「桂台中央」「庄戸（港85）」「上郷ネ
オポリス」行き「横浜栄高校前」下車徒歩１分 

・市営バス（111系統）「上大岡駅」（45系統）「洋
光台駅」行き「榎戸（えのきど）」下車徒歩５分 

●京急線・市営地下鉄ブルーライン上大岡駅より 
・市営バス（111系統）「港南台駅」行き「榎戸」下
車徒歩５分 

●市営地下鉄ブルーライン上永谷駅より 
・市営バス（45系統）「洋光台駅」行き「榎戸」下車
徒歩５分 

●京急線金沢八景駅より 
・神奈中バス（船08）「大船駅」行き「本郷車庫前」
徒歩８分 

BIRDS 

自ら未来を切り拓く 

 人材の輩出を目指します 

https://www.pen-kanagawa.ed.jp/yokohamasakae-h/


 

 

◆ 栄スタンダード 

高校の学習活動において基本となる科目で、高校

を卒業するために必ず履修しなければならない科目

（必履修科目）と本校で選択履修することが必要と

決めた科目です。 

 ◆ 必修選択科目・自由選択科目 

「栄スタンダード」の内容をさらに深めるために用

意された科目で、２・３年次で進路に応じて選ぶ必

修選択科目と自由に選択できる自由選択科目です。 

※科目によって履修条件がつくものがあります。 

 ◆ 教育課程の充実に向けた取組 

   高校改革で求められる授業の「質」と「量」の充

実に向けた改善を進めています。 

 ◆ 学校外における学修活動の推進 

「技能審査」や「ボランティア活動」などの高校在

学中に行った学校外の学修活動の実績を単位として

認定しています。 

 

 

 

・アメリカンフットボール部：令和6年度春季・秋季

県大会準優勝、全国大会関東予選出場 

・陸上競技部：令和5年度県大会個人優勝、関東大会 

入賞  

・弓道部：令和5年度県大会個人入賞、関東大会出場 

令和4年度県大会個人優勝、インターハイ出場 

・バドミントン部：令和5年度県新人大会ベスト16 

 ・サッカー部：令和3年度高円宮杯Ｕ18リーグK3へ昇

格 

・ダンス部：令和4年度県新人大会19位 

・美術部：令和6年度神奈川県高等学校美術展「奨励

賞」受賞 

・吹奏楽部：令和6年度横浜市吹奏楽コンクール金賞 

 

その他の運動部、文化部も活発に活動をしています。 

 

＜運動部＞ 

アメリカンフットボール・弓道・剣道・サッカー・

ソフトテニス・卓球・ダンス・チアリーディング・

テニス・バスケットボール・バドミントン・バレー

ボール・野球・ラグビー・陸上競技 

 

＜文化部＞ 

軽音楽・サイエンス・茶道・吹奏楽・美術・漫画研

究・競技かるた・数学研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (４月) 遠足 

  (５月) 体育祭 

(６月) ホタル観察会 

(７月・８月) 夏期講習 

(９月) 栄祭(さかえさい＝文化祭) 

(10月) ２年次生修学旅行 

 (３月) 合唱祭  

※この他、全員参加の校内模擬試験を実施 

 

 

              

 

 

 （文化祭オープニング）   （体育祭） 

 

 

 

◆ 学習環境の整備 

   学習を支える施設として個人ロッカーや個別ブー

ス型の自習室・ラウンジを設置。さらにコンピュー

タ室・家庭科多目的室・社会科情報室・工芸室など

があります。また、進路や生活面の相談にも対応で

きるガイダンスルームやカウンセリングルームが整

備されています。 

 

 

 

 ◆ 国公立大学 

横浜市立大学・神奈川県立保健福祉大学・東京藝術

大学・東京都立大学・東京農工大学・筑波大学・宇

都宮大学・群馬大学・静岡大学・高知工科大学・九

州大学など 

 ◆ 私立大学 

青山学院大学・学習院大学・神奈川大学・北里大

学・工学院大学・國學院大學・慶應義塾大学・駒澤

大学・芝浦工業大学・上智大学・昭和薬科大学・成

蹊大学・成城大学・専修大学・多摩美術大学・中央

大学・東京電機大学・東京農業大学・東京理科大

学・同志社大学・東洋大学・獨協大学・日本大学・

日本体育大学・法政大学・武蔵大学・武蔵野美術大

学・明治大学・明治学院大学・立教大学・立命館大

学・早稲田大学など 

 

 

 

・８月19日（火） 場所：磯子公会堂  

・10月11日（土） 場所：本校体育館  

・12月６日（土）  場所：本校体育館 

生徒が創る高校生活 ～学校行事～ 

生徒が創る高校生活 ～部活動～ 

教育課程～確かな学力を育む多様な科目群～ 

進路について（この３年間の主な合格実績） 

学校説明会の予定 

 

  

 

施設・設備 


